
(57)【要約】

【課題】セルラオペレータの負担を軽減し、複合端末の

使用可能な範囲を拡大し、利便性を向上させることので

きる通信システムを得る。

【解決手段】複合端末は、セルラモードと、無線ＬＡＮ

モードと、無線ＬＡＮ網内でセルラ網との通信を行う無

線ＬＡＮローミングモードとを有する。モード制御手段

１０４は、セルラモードのときは、セルラ網からの呼び

出し待ちと、無線ＬＡＮ網の検知を行い、無線ＬＡＮ網

を検知した場合は、無線ＬＡＮローミングモードとし、

無線ＬＡＮローミングモードで、無線ＬＡＮ網からの信

号を受信できなくなった場合は、セルラモードとする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ ル ラ 網 で 使 用 す る セ ル ラ モ ー ド と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で 使 用 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と 、 前
記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 内 で セ ル ラ 網 と の 通 信 を 行 う 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド と を 有 し 、 前 記
セ ル ラ モ ー ド の と き は 、 前 記 セ ル ラ 網 か ら の 呼 び 出 し 待 ち と 、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 の 検 知 を
行 い 、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 を 検 知 し た 場 合 は 、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 に 対 し て 接 続 要 求 を 行 っ て
、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド と し 、 か つ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド で 、 無 線 Ｌ
Ａ Ｎ 網 か ら の 信 号 を 受 信 で き な く な っ た 場 合 は 、 セ ル ラ モ ー ド と す る モ ー ド 制 御 手 段 を 有
す る 複 合 端 末 と 、
　 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 に 接 続 さ れ 、 前 記 複 合 端 末 か ら 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド で の
接 続 要 求 を 受 け た 場 合 は 、 当 該 複 合 端 末 の 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で の 位 置 登 録 を 行 う と 共 に 、
前 記 セ ル ラ 網 に 対 し て 、 当 該 複 合 端 末 の 位 置 登 録 要 求 を 行 い 、 か つ 、 前 記 セ ル ラ 網 か ら 当
該 複 合 端 末 の 呼 び 出 し が あ っ た 場 合 は 、 こ れ を 中 継 し 、 前 記 複 合 端 末 か ら 接 続 要 求 を 受 け
な く な っ た 場 合 は 、 当 該 複 合 端 末 の 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で の 位 置 登 録 を 削 除 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ
網 位 置 登 録 サ ー バ と 、
　 前 記 セ ル ラ 網 に 接 続 さ れ 、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ よ り 、 前 記 複 合 端 末 の 位 置
登 録 要 求 を 受 け 取 っ た 場 合 は 、 前 記 複 合 端 末 を 、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 に 位 置 す る も の と し て
位 置 登 録 を 行 い 、 当 該 複 合 端 末 と の 通 信 接 続 を 、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 を 介 し て 行 う セ ル ラ 網
位 置 登 録 サ ー バ と を 備 え た 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 合 端 末 は 、 セ ル ラ モ ー ド と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド の 切 替 を
受 け 付 け る モ ー ド 選 択 手 段 を 有 し 、 モ ー ド 制 御 手 段 は 、 前 記 モ ー ド 選 択 手 段 で 無 線 Ｌ Ａ Ｎ
モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 当 該 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド で の 接 続 要 求 を 行 い 、
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ は 、 前 記 複 合 端 末 か ら 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド で の 接 続 要 求 を 受
け た 場 合 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 内 の み の 内 線 通 信 を 行 う よ う 位 置 登 録 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ を 行 う エ リ ア に 対 応 し た 情 報 提
供 を 、 前 記 複 合 端 末 に 対 し て 行 う と 共 に 、
　 前 記 複 合 端 末 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に あ る 場 合 は 、 当 該 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン
グ モ ー ド を 示 す 表 示 を 行 う と 共 に 、 前 記 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ か ら の 情 報 を 表 示 す
る た め の 表 示 制 御 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 通 信 シ ス
テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 セ ル ラ モ ー ド と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と を 有 し た 複 合 端 末 を 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー
ミ ン グ す る 通 信 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 セ ル ラ と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ の 送 受 信 機 を 備 え る 複 合 端 末 を 、 セ ル ラ で は 、 従 来 通 り に 無 線 通 信
端 末 と し て 使 用 し 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ で は 内 線 電 話 と し て 使 用 す る 、 所 謂 モ バ イ ル セ ン ト レ ッ ク
ス シ ス テ ム が 普 及 し 始 め て い る 。 こ の よ う な モ バ イ ル セ ン ト レ ッ ク ス シ ス テ ム に お い て 、
例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 複 合 無 線 端 末 で 、 片 方 の 無 線 シ ス テ ム が 使 用 中 の 場 合 、 他 方 の
無 線 シ ス テ ム か ら の 呼 び 出 し は 保 留 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ９ ４ ５ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 と こ ろ で 、 セ ル ラ オ ペ レ ー タ は 、 例 え ば ビ ル 地 下 の 飲 食 店 街 な ど 、 電 波 の 届 か な い 不 感
地 を 解 消 す る た め 、 そ の 対 策 を 行 っ て い る 。 こ の よ う な 対 策 に は 多 大 の 経 費 が か か り 、 セ
ル ラ オ ペ レ ー タ の 負 担 と な っ て い る 。 ま た 、 複 合 無 線 端 末 の ユ ー ザ も 、 不 感 地 の 存 在 に よ
り 通 信 が で き な い 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 状 態 は 非 常 に 不 便 を 感 じ る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 セ ル ラ オ ペ レ ー タ の 負
担 を 軽 減 し 、 か つ 、 複 合 端 末 の 使 用 可 能 な 範 囲 を 拡 大 し 、 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と の で き
る 通 信 シ ス テ ム を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 通 信 シ ス テ ム は 、 複 合 端 末 が 、 セ ル ラ 網 で 使 用 す る セ ル ラ モ ー ド と 、 無
線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で 使 用 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 内 で セ ル ラ 網 と の 通 信 を 行 う 無
線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド と を 有 し 、 セ ル ラ モ ー ド の と き は 、 セ ル ラ 網 か ら の 呼 び 出 し 待
ち と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 の 検 知 を 行 い 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 を 検 知 し た 場 合 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 に 対 し
て 接 続 要 求 を 行 っ て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド と し 、 か つ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ
ー ド で 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 か ら の 信 号 を 受 信 で き な く な っ た 場 合 は 、 セ ル ラ モ ー ド と す る モ ー
ド 制 御 手 段 を 備 え 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ は 、 複 合 端 末 か ら 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ
モ ー ド で の 接 続 要 求 を 受 け た 場 合 は 、 セ ル ラ 網 に 対 し て 、 複 合 端 末 の 位 置 登 録 要 求 を 行 い
、 か つ 、 セ ル ラ 網 か ら 複 合 端 末 の 呼 び 出 し が あ っ た 場 合 は 、 こ れ を 中 継 し 、 複 合 端 末 か ら
接 続 要 求 を 受 け な く な っ た 場 合 は 、 複 合 端 末 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で の 位 置 登 録 を 削 除 す る よ う
に し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 通 信 シ ス テ ム は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 を 用 い て 複 合 端 末 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ を
行 い 、 セ ル ラ 網 と 複 合 端 末 と の 通 信 を 行 う よ う に し た の で 、 セ ル ラ オ ペ レ ー タ の 負 担 を 軽
減 し 、 か つ 、 複 合 端 末 の 使 用 可 能 な 範 囲 を 拡 大 し 、 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 通 信 シ ス テ ム を 示 す 構 成 図 で あ る 。
　 図 に お い て 、 通 信 シ ス テ ム は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト
３ ０ ０ 、 セ ル ラ 網 ４ ０ ０ 、 公 衆 網 ５ ０ ０ を 備 え て い る 。
　 複 合 端 末 １ ０ ０ は 、 公 衆 網 ５ ０ ０ で 使 用 す る セ ル ラ モ ー ド と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ で 使
用 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ 内 で セ ル ラ 網 ４ ０ ０ と の 通 信 を 行 う 無 線
Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド と を 有 す る 端 末 で あ り 、 セ ル ラ 網 送 受 信 部 １ ０ １ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網
送 受 信 部 １ ０ ２ 、 モ ー ド 選 択 手 段 １ ０ ３ 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ 、 表 示 制 御 手 段 １ ０ ５ 、
デ ィ ス プ レ イ １ ０ ６ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 セ ル ラ 網 送 受 信 部 １ ０ １ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ に お け る セ ル ラ 網 ４ ０ ０ で の 送 受 信 を 行 う
た め の 機 能 部 で あ り 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 送 受 信 部 １ ０ ２ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ で の 送 受 信 を
行 う た め の 機 能 部 で あ る 。 モ ー ド 選 択 手 段 １ ０ ３ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ か ら の モ ー
ド 選 択 を 受 け て 、 そ の 選 択 結 果 を モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ に 送 出 す る 手 段 で あ る 。 モ ー ド 制
御 手 段 １ ０ ４ は 、 セ ル ラ 網 送 受 信 部 １ ０ １ ま た は 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 送 受 信 部 １ ０ ２ に 対 し て 制
御 を 行 い 、 各 モ ー ド に 対 応 し た 制 御 を 行 う 手 段 で あ る 。 即 ち 、 セ ル ラ モ ー ド の と き は 、 セ
ル ラ 網 ４ ０ ０ か ら の 呼 び 出 し 待 ち と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ の 検 知 を 行 い 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２
０ ０ を 検 知 し た 場 合 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ に 対 し て 接 続 要 求 を 行 っ て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー
ミ ン グ モ ー ド と し 、 か つ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド で 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ か ら の 信
号 を 受 信 で き な く な っ た 場 合 は 、 セ ル ラ モ ー ド と す る よ う 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 表 示 制 御 手 段 １ ０ ５ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に あ る 場 合 に 、 こ の モ ー ド を 示 す
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情 報 や 、 後 述 す る Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ か ら 配 信 さ れ る 所 定 の 情 報 を デ ィ ス プ レ
イ １ ０ ６ に 表 示 さ せ る よ う 制 御 を 行 う 手 段 で あ る 。 ま た 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ６ は 、 液 晶 デ
ィ ス プ レ イ 等 か ら な り 、 複 合 端 末 １ ０ ０ に お い て 、 各 種 の 情 報 や 入 力 内 容 を 表 示 す る た め
の 表 示 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ が 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 内 線 通 信 と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ
ン グ を 行 う た め の ネ ッ ト ワ ー ク で あ り 、 例 え ば 、 あ る ビ ル 内 に 、 そ の ビ ル の 管 理 会 社 が 設
置 し た 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 と い っ た も の で あ る 。 こ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ と
の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 接 続 を 行 う た め の 複 数 の ア ク セ ス ポ イ ン ト ２ ０ １ が 設 置 さ れ て お り 、 そ の バ
ッ ク ボ ー ン に は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ と し て の Ｓ Ｉ Ｐ （ Session Initiation Pro
tocol） 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ か ら 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド で
の 接 続 要 求 を 受 け た 場 合 は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ で の 位 置 登 録 を 行 う と
共 に 、 セ ル ラ 網 ４ ０ ０ に 対 し て 、 複 合 端 末 １ ０ ０ の 位 置 登 録 要 求 を 行 い 、 か つ 、 セ ル ラ 網
４ ０ ０ か ら 複 合 端 末 １ ０ ０ の 呼 び 出 し が あ っ た 場 合 は 、 こ れ を 中 継 し 、 複 合 端 末 １ ０ ０ か
ら 接 続 要 求 を 受 け な く な っ た 場 合 は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ で の 位 置 登 録
を 削 除 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 セ ル ラ 網 ４ ０ ０ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ と セ ル ラ モ ー ド で 無 線 接 続 を 行 う た め の ネ ッ ト ワ ー
ク で あ り 、 移 動 交 換 機 （ Ｍ Ｓ Ｃ ： Mobile Switching Center） ４ ０ １ 、 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０
２ 、 ホ ー ム メ モ リ 局 （ Ｈ Ｌ Ｒ ： Home Location Register） ４ ０ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 移 動
交 換 機 ４ ０ １ は 、 ホ ー ム メ モ リ 局 ４ ０ ３ の 情 報 を 用 い て 、 各 種 の ス イ ッ チ ン グ を 行 う た め
の 交 換 機 で あ る 。 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ と イ ン タ ー ネ ッ
ト ３ ０ ０ を 介 し て 接 続 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ と Ｓ Ｉ Ｐ を 用 い て 情 報 の 授 受
を 行 う た め の セ ル ラ 網 位 置 登 録 サ ー バ で あ る 。 ま た 、 公 衆 網 ５ ０ ０ は 、 移 動 交 換 機 ４ ０ １
に 接 続 さ れ 、 固 定 電 話 等 が 接 続 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 実 施 の 形 態 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 複 合 端 末 １ ０ ０ で は 、 セ ル ラ ／ 内 線 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ／ 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ の ３ つ の モ ー ド
を 持 ち 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ は 、 セ ル ラ モ ー ド に あ る 場 合 は 、 セ ル ラ の 呼 び 出 し 待 ち 処
理 と 並 行 し て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ が 可 能 か ど う か 、 １ 分 間 に １ 回 チ ェ ッ ク す る た め 無
線 Ｌ Ａ Ｎ 網 送 受 信 部 １ ０ ２ を 起 動 す る 。 こ う す る こ と に よ り 無 線 Ｌ Ａ Ｎ の ロ ー ミ ン グ サ ー
ビ ス 発 見 の た め の 電 力 消 費 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 複 合 端 末 １ ０ ０ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ に お け る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ サ ー ビ ス の ビ ー
コ ン を 捕 捉 す る と 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に 切 り 替 え る
。 そ し て 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ は 、 Ｓ Ｉ Ｍ （ Subscriber Identity Module） の 認 証 情 報
と 共 に 、 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ メ ッ セ ー ジ を Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ に 送 信 す る 。 尚 、 Ｓ Ｉ
Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ の ア ド レ ス は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ に Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ に て 与 え ら れ る ア ド
レ ス か ら 固 定 さ れ た 下 桁 数 に よ り 特 定 で き る 。 例 え ば 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ の
Ｉ Ｐ ア ド レ ス と し て 、 常 に 下 桁 数 に ２ が 与 え ら れ て い る と す る と 、 Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ で 192.168.1.
16と い っ た Ｉ Ｐ ア ド レ ス が 与 え ら れ た 複 合 端 末 １ ０ ０ は 、 192.168.11.2が Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配
信 サ ー バ ２ ０ ２ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス だ と 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ の Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ は 、 ビ ジ タ ー で あ る 複 合 端 末 １ ０
０ か ら の Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ メ ッ セ ー ジ を 受 け 取 る と 、 Ｓ Ｉ Ｍ 情 報 を 元 に セ ル ラ オ ペ レ ー タ の Ｓ
Ｉ Ｐ サ ー バ （ ＝ Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ ） を 知 り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ３ ０ ０ 経 由 で セ ル ラ オ ペ レ
ー タ の Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ に こ の Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ メ ッ セ ー ジ を 転 送 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ は 、 Ｓ Ｉ Ｍ デ ー タ を 検 証 し 、 該 当 す る 電 話 番 号 の 複 合 端 末 １ ０ ０ が
無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ を 使 用 中 で あ る こ と を 移 動 交 換 機 ４ ０ １ に 伝 え 、 移 動 交 換 機 ４ ０ １
は 、 ホ ー ム メ モ リ 局 ４ ０ ３ の 当 該 複 合 端 末 の ス テ ー ト を ロ ー ミ ン グ 中 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 複 合 端 末 １ ０ ０ で は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に お い て 、 自 身 か ら 電 話 を か け た 場
合 、 Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ メ ッ セ ー ジ が Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ か ら Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ に 転 送
さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ に て 音 声 パ ケ ッ ト デ ー タ が 音 声 デ ー タ に 変 換 さ れ る 。 無 線 Ｌ Ａ
Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に て 移 動 交 換 機 ４ ０ １ は セ ッ シ ョ ン を 作 る の で 、 セ ル ラ オ ペ レ ー タ の
図 示 し な い 課 金 デ ー タ ベ ー ス に は そ の 旨 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 セ ル ラ オ ペ レ ー タ は 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 オ ペ レ ー タ に 対 し て ペ イ バ ッ ク を 行 う 。 そ し て
、 課 金 の 契 約 は セ ル ラ 網 ４ ０ ０ か ら の 着 信 時 に も 適 用 さ れ る 。 即 ち 、 セ ル ラ オ ペ レ ー タ は
、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 オ ペ レ ー タ に よ っ て 不 感 地 が 解 消 さ れ る た め 、 そ の 見 返 り と し て ペ イ バ ッ
ク を 行 う も の で あ る 。 ま た 、 課 金 は 発 信 者 が 負 担 す る が 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ 中 の 複 合
端 末 １ ０ ０ が セ ル ラ 網 ４ ０ ０ か ら 着 信 を 受 け た 場 合 に も 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 オ ペ レ ー タ は 何 ら
か の 利 益 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 移 動 交 換 機 ４ ０ １ の 複 合 端 末 １ ０ ０ の 呼 び 出 し 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
　 移 動 交 換 機 ４ ０ １ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ が 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ 中 で あ る か を 判 断 し （
ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ） 、 そ う で あ っ た 場 合 は 、 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ 経 由 で 端 末 呼 び 出 し を 行 い
（ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ） 、 そ う で な け れ ば セ ル ラ 網 ４ ０ ０ に て 端 末 呼 び 出 し 、 即 ち Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ コ
マ ン ド の 発 行 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ は 、 セ ッ シ ョ ン が 成 立 す る と 音 声 の コ ー デ ィ ン グ を 行 い 、 パ ケ ッ ト
化 す る 。 こ れ 以 降 の Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ と Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ と の Ｓ Ｉ Ｐ を 用
い た 通 信 処 理 や 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ に お け る 複 合 端 末 １ ０ ０ と の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ に よ る 動 作
は 公 知 で あ る た め 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 複 合 端 末 １ ０ ０ で は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に て 、 節 電 の た め ５ 秒 毎 に Ｒ
Ｉ Ｎ Ｇ メ ッ セ ー ジ の 有 無 を チ ェ ッ ク し て い る 。 こ の と き 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２
と 接 続 で き な く な れ ば 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ の サ ー ビ ス 圏 を 離
脱 し た と 判 断 し 、 モ ー ド を セ ル ラ モ ー ド に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ は 、 一 定 時 間 （ １ ５ 秒 ） 、 複 合 端 末 １ ０ ０ か ら の
Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ア ク セ ス が な い と 、 複 合 端 末 １ ０ ０ が サ ー ビ ス 圏 を 離 脱 し た と 判 断 し 、 そ の
複 合 端 末 １ ０ ０ を エ ン ト リ か ら 削 除 し 、 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ に も 削 除 の 旨 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ は 、 移 動 交 換 機 ４ ０ １ に 対 し て 同 様 に 通 知 し 、 移 動 交 換 機 ４ ０ １ は
、 該 当 す る 複 合 端 末 １ ０ ０ の エ ン ト リ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ の ス テ ー ト を セ ル ラ に 切 り
替 え 、 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ ４ ０ ２ 自 身 も エ ン ト リ の 削 除 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 複 合 端 末 １ ０ ０ は セ ル ラ モ ー ド に な る と 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ は 、 セ ル ラ 網 送 受 信 部
１ ０ １ を 用 い て セ ル ラ 網 ４ ０ ０ と の 接 続 を 行 う 。 セ ル ラ モ ー ド 時 に お け る 複 合 端 末 １ ０ ０
の 動 作 は 、 通 常 の セ ル ラ 端 末 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 １ の 通 信 シ ス テ ム に よ れ ば 、 セ ル ラ 網 で 使 用 す る セ ル ラ モ ー
ド と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で 使 用 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 内 で セ ル ラ 網 と の 通 信
を 行 う 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド と を 有 し 、 セ ル ラ モ ー ド の と き は 、 セ ル ラ 網 か ら の 呼
び 出 し 待 ち と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 の 検 知 を 行 い 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 を 検 知 し た 場 合 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ
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網 に 対 し て 接 続 要 求 を 行 っ て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド と し 、 か つ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー
ミ ン グ モ ー ド で 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 か ら の 信 号 を 受 信 で き な く な っ た 場 合 は 、 セ ル ラ モ ー ド と
す る モ ー ド 制 御 手 段 を 有 す る 複 合 端 末 と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 に 接 続 さ れ 、 複 合 端 末 か ら 無 線 Ｌ
Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド で の 接 続 要 求 を 受 け た 場 合 は 、 複 合 端 末 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で の 位 置 登
録 を 行 う と 共 に 、 セ ル ラ 網 に 対 し て 、 複 合 端 末 の 位 置 登 録 要 求 を 行 い 、 か つ 、 セ ル ラ 網 か
ら 複 合 端 末 の 呼 び 出 し が あ っ た 場 合 は 、 こ れ を 中 継 し 、 複 合 端 末 か ら 接 続 要 求 を 受 け な く
な っ た 場 合 は 、 複 合 端 末 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 で の 位 置 登 録 を 削 除 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ
ー バ と 、 セ ル ラ 網 に 接 続 さ れ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ よ り 、 複 合 端 末 の 位 置 登 録 要
求 を 受 け 取 っ た 場 合 は 、 複 合 端 末 を 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 に 位 置 す る も の と し て 位 置 登 録 を 行 い
、 複 合 端 末 と の 通 信 接 続 を 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 を 介 し て 行 う セ ル ラ 網 位 置 登 録 サ ー バ と を 備 え
た の で 、 セ ル ラ オ ペ レ ー タ の 不 感 地 対 策 に 対 す る 負 担 を 軽 減 し 、 か つ 、 複 合 端 末 の 使 用 可
能 な 範 囲 を 拡 大 し 、 ユ ー ザ の 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 実 施 の 形 態 ２ に お け る 通 信 シ ス テ ム の 図 面 上 の 構 成 は 図 １ と 同 様 で あ る た め 、 図 １ を 援
用 し て 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 、 モ ー ド 選 択 手 段 １ ０ ３ は 、 ユ ー ザ か ら の モ ー ド 選 択 結 果 を 受 け 付 け る 。
モ ー ド 選 択 が 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド で あ っ た 場 合 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ は 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 送 受
信 部 １ ０ ２ を 用 い て 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と し て の 制 御 を 行 う 。 即 ち 、 複 合 端 末 １ ０ ０ は 内 線
端 末 と し て の 動 作 を 行 い 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ は 、 Ｓ Ｉ Ｍ の 認 証 情 報 と 共 に 、 Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ
Ｔ Ｅ メ ッ セ ー ジ を Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ に 送 信 す る 。 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２
０ ２ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ よ り 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド の 接 続 要 求 が あ る と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０
内 の み の 内 線 通 信 を 行 う よ う 位 置 登 録 を 行 い 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ （ Voice Over IP） に よ る 内 線 無
線 Ｌ Ａ Ｎ の 制 御 を 行 う 。 こ こ で 、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ に よ る 内 線 無 線 Ｌ Ａ Ｎ の 制 御 の 内 容 は 公 知 で あ
る た め 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ の 通 信 シ ス テ ム に よ れ ば 、 複 合 端 末 は 、 セ ル ラ モ ー ド と 無
線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド と 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド の 切 替 を 受 け 付 け る モ ー ド 選 択 手 段 を 有 し
、 モ ー ド 制 御 手 段 は 、 モ ー ド 選 択 手 段 で 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 無 線 Ｌ Ａ
Ｎ モ ー ド で の 接 続 要 求 を 行 い 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ は 、 複 合 端 末 か ら 無 線 Ｌ Ａ Ｎ
モ ー ド で の 接 続 要 求 を 受 け た 場 合 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 内 の み の 内 線 通 信 を 行 う よ う 位 置 登 録
す る よ う に し た の で 、 複 合 端 末 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ だ け で な く 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 内 に
お け る 通 常 の 内 線 端 末 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
　 実 施 の 形 態 ３ に お い て 、 図 面 上 の 構 成 は 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る た め 、 図 １ を 援 用 し
て 説 明 す る 。
　 実 施 の 形 態 ３ で は 、 表 示 制 御 手 段 １ ０ ５ は 、 モ ー ド 制 御 手 段 １ ０ ４ が 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ
ン グ モ ー ド の 制 御 を 行 っ て い る 場 合 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ６ に 、 こ れ を 示 す 表 示 を 行 う よ う
構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ で は 、 複 合 端 末 １ ０ ０ を 無 線 Ｌ Ａ
Ｎ ロ ー ミ ン グ と し て 管 理 し て い る 場 合 は 、 所 定 の 情 報 を こ の 複 合 端 末 １ ０ ０ に 対 し て 送 出
す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 こ れ 以 外 の 構 成 は 実 施 の 形 態 １ ま た は 実 施 の 形 態 ２ と 同 様 で あ
る た め 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 複 合 端 末 １ ０ ０ で は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に あ る 場 合 、 表 示 制 御 手 段 １ ０ ５ は
デ ィ ス プ レ イ １ ０ ６ に 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に あ る こ と を 表 示 さ せ る 。
　 図 ３ は 、 表 示 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 尚 、 こ こ で は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド で あ る こ と を 示 す 表 示 方 法 と し て 、 デ ィ ス
プ レ イ １ ０ ６ 上 で の 表 示 と し て い る が 、 Ｌ Ｅ Ｄ で の 表 示 、 あ る い は チ ャ イ ム を 鳴 ら す と い
っ た 音 声 表 示 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に あ る 場 合 、 ユ ー ザ は 、 複 合 端 末 １ ０ ０
の ボ タ ン 操 作 す る こ と で 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ を 行 っ て い る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 ２ ０ ０ か ら 情
報 を 取 得 す る 。 例 え ば 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ で は 、 配 信 情 報 と し て 無 線 Ｌ Ａ Ｎ
ロ ー ミ ン グ を 行 っ て い る ビ ル 内 案 内 や 、 店 舗 の ク ー ポ ン 情 報 等 を 用 意 す る 。 複 合 端 末 １ ０
０ で は 、 こ の よ う な 、 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ ー バ ２ ０ ２ か ら の 情 報 配 信 を 選 択 し て 、 デ ィ ス
プ レ イ １ ０ ６ に 表 示 さ せ る 。
　 図 ４ は 、 情 報 表 示 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 こ の 例 で は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ を 行 っ て い る ビ ル 内 の フ ロ ア 案 内 が 選 択 表 示 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ３ の 通 信 シ ス テ ム に よ れ ば 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ は
、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ を 行 う エ リ ア に 対 応 し た 情 報 提 供 を 、 複 合 端 末 に 対 し て 行 う と 共
に 、 複 合 端 末 は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に あ る 場 合 は 、 こ の モ ー ド を 示 す 表 示 を 行
う と 共 に 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ か ら の 情 報 を 表 示 す る た め の 表 示 制 御 手 段 を 備 え
た の で 、 複 合 端 末 の ユ ー ザ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド に あ る こ と を 容 易 に 知 る こ と
が で き 、 ま た 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ の エ リ ア の サ ー ビ ス 地 域 に 限 定 さ れ た 種 々 の 情 報 を
取 得 す る こ と が で き る 。 ま た 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ オ ペ レ ー タ も 、 例 え ば 、 ク ー ポ ン 券 の 提 供 等 に
よ り 、 ユ ー ザ に よ る 店 舗 の 利 用 に 結 び つ け る こ と が で き る 等 、 複 合 端 末 の ユ ー ザ か ら の 収
入 も 期 待 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 通 信 シ ス テ ム を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 移 動 交 換 機 の 複 合 端 末 呼 び 出 し 動 作 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ロ ー ミ ン グ モ ー ド の 表 示 の 一 例 を 示
す 説 明 図 で あ る
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 情 報 表 示 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ０ ０ 　 複 合 端 末 、 １ ０ ３ 　 モ ー ド 選 択 手 段 、 １ ０ ４ 　 モ ー ド 制 御 手 段 、 １ ０ ５ 　 表 示
制 御 手 段 、 １ ０ ６ 　 デ ィ ス プ レ イ 、 ２ ０ ０ 　 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 、 ２ ０ ２ 　 Ｓ Ｉ Ｐ 兼 情 報 配 信 サ
ー バ （ 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 網 位 置 登 録 サ ー バ ） 、 ３ ０ ０ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 ４ ０ ０ 　 セ ル ラ 網 、 ４
０ ２ 　 Ｓ Ｉ Ｐ サ ー バ （ セ ル ラ 網 位 置 登 録 サ ー バ ） 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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